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京王百草園
も ぐ さ え ん

で恒例の「梅まつり」を開催 

～約５００本の可憐な梅が園内を彩る～ 

 

京王電鉄株式会社（本社：東京都多摩市、会長兼社長：永田 正）が運営する「京王百草

園」（住所：日野市百草５６０）では、２月６日（土）～３月１３日（日）の期間、恒例の「梅

まつり」を開催します。 

京王百草園は都内でも有数の梅の名所で若山牧水や徳冨蘆花をはじめとした多くの文人た

ちに親しまれてきました。約２６，０００㎡の園内には、ひとつの花に白と紅色の花びらが

混在する梅「思いのまま」や、萼（がく）が緑色で美しい「月影（つきかげ）」など、約５０

種５００本の梅が咲き、特に松連庵（しょうれんあん）前の「寿昌梅（じゅしょうばい）」は

樹齢３００年を越すと言われる名木です。現在早咲きの梅が花開き、園全体の見ごろは２月

上旬～３月上旬頃が見込まれます。 

梅まつり期間中は、例年特に女性から好評の「つるし雛まつり」を２月２０日（土）～３

月６日（日）まで、昨年よりも期間を拡大して開催します。また、日本の伝統・獅子舞とま

つり囃子（ばやし）やお茶会など大人も子供も楽しめるイベントを行います。 

そのほかに、山形県と石川県のアンテナショップが期間限定で出店し、地元銘酒の試飲や、

ご当地食材・名産品・お酒などのお買い物を楽しめます。松連庵では、当園限定の梅まんじ

ゅうや寿昌梅まんじゅう、本糀（ほんこうじ）の甘酒、そばなども販売します。詳細は下記

の通りです。 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《昨年茶室で開催し好評だった「つるし雛まつり」》 

 

２月６日（土）～３月１３日（日） 



記 

京王百草園「梅まつり」について 

１．期 間：２月６日（土）～３月１３日（日） ※期間中無休 

２．開 園 時 間：９：００～１７：００ 

３．場 所：「京王百草園」（住所：日野市百草５６０） 

４．交 通：京王線百草園駅下車徒歩１０分、または聖蹟桜ヶ丘駅・高幡不動駅 

         からタクシー１０分 

                     ※京王線新宿駅から約３５分(特急・準特急利用、府中駅乗り換え) 

※駐車場がありませんので、ご来園の際は電車をご利用ください。 

                    ※ペットの入園はお断りしています。 

            ※百草園駅から当園までの間、一部急坂の箇所があります。 

５．入 園 料：大人３００円、小人１００円 

６．定 休 日：水曜日（梅まつり期間中無休） 

７．お客様の問合せ先：京王百草園 ＴＥＬ．０４２－５９１－３４７８ 

８．主な催し物：（１）つるし雛まつり 

 ２月２０日（土）～３月６日（日）１０：００～１６：００ 

           つるし雛まつり期間中は限定で以下のサービスを行います。 

聖蹟桜ヶ丘駅や高幡不動駅から「京王タクシー」でご来園の方で、 

入園後、当日の京王タクシー領収証を茅葺屋根松連庵で提示すると、 

領収証１枚につき人気の本麹の甘酒を２杯まで無料でプレゼントし 

ます。※百草園駅にはタクシー乗り場はありません 

８．主な催し物：（２）アンテナショップが京王百草園にやってくる 
（地元銘酒試飲・販売、ご当地食材・名産品販売）  

おいしい山形プラザ（山形県） 

  ２月２７日（土）、２月２８日（日）１１：００～１５：００ 

おいしい百万石物語・江戸本店（石川県） 

  ３月５日（土）、６日（日）１１：００～１５：００ 

※詳細は別紙参照（天候により中止する場合があります） 

             

 

 

 

 

 

 

 

 
《人気の梅（思いのまま）》 



 


